平成21年度｢対話と実行座談会｣ご意見の反映
地域でがんばっている団体やグループとの座談会を7回、高校生との座談会を4回開催しました。座談会でいただいた皆さまからのご意見と、県政に反映された主なものをご紹介します。









　【ご意見】　地域で立ち上げたばかりの取り組みには、産業振興計画の地域アクションプランはなかなかハードルが高いので、そこを目指しているものへの支援もお願したい。





　　　　　　産業振興推進総合支援事業の拡充


　　　　　　　　　　アクションプランへの位置づけを目指す取組を、段階に応じて柔軟に支援するステップアップ事業を新設しました。








　　　　　　　地域産業人材育成事業の創設


　　　　　　　アクションプランへの位置づけを目指す事業者等を対象に、自ら考え行動できる地域産業の担い手の育成を目指し、人材育成メニューを充実させました。





産業振興





【ご意見】　障害者専用駐車場についての一般の方の意識はまだまだ低いので、モラルのアップを図るために、パーキングパーミット（障害者等用駐車場利用証交付制度）の検討をお願いしたい。





　　　　　　　こうちあったかパーキング制度の実施


　　　　　　　　　　障害のある方などに利用証を交付して、施設管理者の協力のもとで、障害者用駐車場の適正利用を図る「こうちあったかパーキング制度」（パーキングパーミット制度）を平成２３年２月から開始しました。多くの事業者のご協力をいただき、平成２４年１月現在で、登録済の駐車区画が1,618台分、利用証の交付者数は3,200人となっています。





健 康 福 祉





　


【ご意見】　公共交通網を含んだまちづくりのビジョンを生活交通に関わるすべての主体でつくっていくことを提案したい。





　　　　　　　　公共交通経営対策検討委員会への参加


　　　　　　　　　　これからの県内公共交通の維持・確保策の検討を行う委員会にNPO団体のメンバー２名の方に参加していただきます。
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